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研究成果概要 






ら Prephytoene を経て Staphyloxanthin をはじめとする C30 のカロテノイドの木構造のパスウ
ェイを作っている。次に紅色非硫黄細菌は Neurosporene から 19 の誘導体を作りながら主とな
るカロテノイド Spheroidenone を作っている。更に紅色硫黄細菌、非硫黄細菌や真菌類は
Lycopene から 43 にもなる最も大きなカロテノイドの木構造のパスウェイを作って、Rhodopin、 
Rhodovibrin、Spirilloxanthin、R.g-Keto 類やその他の誘導体を作っている（図 1 参照）。 









































































































ユーリ古細菌門と放線菌はリコペンから C50 の Bacterioruberin へ至るパスウェイを作っている。

















ド は 、 右 表 に あ る よ う に Lycopene 、























           図 2 カロテノイドの全次数と生物種数 
 
              表 ハブカロテノイドと次数 
 Total-degree In-degree Out-degree 
Lycopene 29 2 27 
β-Cryptoxanthin 23 2 21 
β-Carotene 22 1 21 
Zeaxanthin 21 1 20 
γ-Carotene 20 2 18 
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